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令和７年度令和７年度

～決算審査をどう見た 議員の視点に注目！～

決算審査決算審査各会計各会計

　
所
得
制
限
の
限
度
額
が
、
設
定
か
ら

25
年
経
過
し
実
態
に
合
わ
な
く
な
っ
て

い
る
た
め
、
限
度
額
の
在
り
方
を
再
検

討
す
る
。

　
ま
た
、
利
用
券
の
紙
配
布
に
よ
り
紛

失
・
破
損
リ
ス
ク
や
、
追
加
交
付
に
時

間
を
要
す
る
問
題
が
あ
る
た
め
、
リ
ス

ク
回
避
と
迅
速
な
交
付
を
実
現
す
る
電

子
チ
ケ
ッ
ト
の
導
入
を
検
討
す
る
。

質疑

事
業
の
効
果
や
課
題
と
改
善

点
は
。

農
業
イ
ベ
ン
ト
17
回
の
出
展
で
２

３
７
人
と
面
談
し
、
酪
農
体
験
で

は
36
人
の
旅
費
助
成
を
行
っ
た
結
果
、
令

和
８
年
度
研
修
生
１
組
２
名
を
確
保
し

た
。

　
一
方
、
出
展
１
回
当
た
り
の
成
果
向
上

が
課
題
で
あ
る
た
め
、
町
と
農
協
が
ペ
ア

で
出
役
し
、
補
助
制
度
の
紹
介
と
酪
農
の

リ
ア
ル
を
組
み
合
わ
せ
た
相
乗
効
果
の
あ

る
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
移
住
後
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
よ
る
リ
タ

イ
ア
を
防
ぐ
た
め
、
移
住
前
後
の
フ
ォ
ロ
ー

を
町
・
農
協
が
連
携
し
て
行
っ
て
い
く
。

　
令
和
７
年
度
の
処
分
量

は
４
１
７
８
㌧
で
、
処
分

費
用
は
１
億
４
４
０
１
万
３
８
６

６
円
。

答弁

答弁

答弁 担
い
手
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

質疑

令
和
７
年
度
の
処
分
量

と
、
処
分
費
用
は
。

水
産
系
副
産
物
再
資
源
化

施
設
ホ
タ
テ
ウ
ロ
処
分
事
業

質疑

利
用
実
績
と
課
題
・
改
善

点
は
。

高
齢
者
等
バ
ス
・
ハ
イ
ヤ
ー

共
通
利
用
券
交
付
事
業

　
募
集
の
時
に
、
「
活
動

内
容
」
を
明
確
化
し
た
上

で
公
募
を
行
い
、
着
任
後
に
、
本

人
と
協
議
の
上
、
業
務
内
容
を
取

り
決
め
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
定
期
的
な
面
談
や
活

動
内
容
の
助
言
・
見
直
し
を
行
う

な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
。

答弁 質疑

隊
員
が
能
力
や
意
欲
を

発
揮
で
き
る
業
務
内
容

と
な
っ
て
い
る
か
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
推
進
事
業

　
卒
業
後
、
本
人
に
就
労

意
思
が
あ
る
も
の
の
当
該

職
種
に
公
募
が
な
い
場
合
、
返
還

額
を
最
大
２
分
の
１
減
免
す
る
と

と
も
に
、
利
子
を
免
除
し
、
最
長

５
年
間
の
返
還
猶
予
期
間
を
経

て
、
最
長
10
年
間
の
分
割
返
還
を

可
能
と
し
て
い
る
。

 

ま
た
、
返
還
猶
予
お
よ
び
返
還

中
に
当
該
職
種
の
公
募
が
あ
っ
た

場
合
、
そ
の
旨
を
本
人
に
伝
え
、

積
極
的
な
受
験
を
促
し
て
い
る
。

　
も
し
採
用
と
な
っ
た
場
合
は
、

採
用
か
ら
就
労
義
務
期
間
が
満
了

し
た
時
点
で
、
す
で
に
返
還
済
み

の
金
額
を
、
本
人
に
返
還
す
る
。

答弁 質疑

卒
業
後
、
定
員
が
充
足
し
て
、
町

内
で
就
職
で
き
な
い
場
合
は
ど
の

よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
の
か

奨
学
資
金
等
経
費

　９月30日から２日間の日程で審査が行われ、令和７年度の収入財源や事業効果について検証しました。
　一般会計、４つの特別会計、３つの企業会計合わせて８会計５２１億７７１６万円の審査をしました。
　一般会計の収入額は４２７憶８２４７万円で、前年度より５３憶９１５１万円増額となっています。
　一方、支出額は４２４億５１５８万円で、翌年度へ繰り越す財源を差し引き、３億２４１０万円の黒字
決算となりました。

町民のお金、どう使う？病院経営・予算・寄付金の見える化
ー総括質疑の要約ー

予算決算審査特別委員会　　　　　　　  
委員長　宮越正人・副委員長　髙橋眞結美

◆指摘事項
①町立別海病院の経営改善について
　令和7年度決算では、一般会計繰入金が前
年度より約1億円増加し、12億6700万円と
なっている。
　医療人材不足、特に常勤医の確保が深刻
な課題であり、安定した地域医療を継続す
るため、経営強化プランの見直しを進め、
必要な改定を実施し、町民に安定した医療
を提供することが求められる。
②適切な事務処理の徹底について
　令和7年度の一般会計不用額は8億4000
万円で、前年度比約86.7%増となった。
　4特別会計の不用額約2億3000万円と合
わせると、約10億円に達する。

　補正予算編成時のチェック体制を一層強化
し、執行見通しを精査して、減額漏れのない
適切な予算管理を徹底する必要がある。
 
◆創意工夫に関する事項
①ふるさと応援寄附金の見える化について
　返礼品調達費やその他経費の割合、寄付
金の具体的な充当事業などが決算資料では
把握しにくい。寄付金の事業区分別金額、
基金の充当事業、積立・取崩し・残高など
を一覧化し、決算書や審査資料への掲載を
通じて、使途と運営状況の透明性を高める
ことが求められる。

効果 評価 課題

対象者

高齢者

障がい者
（児）

区分

実利用者数 547人

64.0%

179人

59.7%

利用率

実利用者数

利用率

３地区合計

対象者別の実利用者数・利用率
（中央・西・東の３地区）

議会からの意見

２
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４

最
終
的
に
は
職
員
自
ら
が
継
続
的
に

改
善
で
き
る
し
く
み
を
　

　
業
務
改
革
の
推
進
は
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
質
を
落
と
さ
ず
に
継
続
し
な

が
ら
、
政
策
立
案
・
運
営
の
時
間
を

生
み
出
す
こ
と
を
、
目
的
と
す
る
も

の
で
す
。

　
専
門
家
の
着
任
に
よ
り
、
そ
の
実

現
を
図
る
判
断
を
、
委
員
会
と
し
て

理
解
し
評
価
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
「
土
台
づ
く
り
」
の
進し
ん

捗ち
ょ
くと
、
職
員
自
ら
が
継
続
的
に
改
善

で
き
る
状
態
づ
く
り
を
、
注
視
し
て

い
き
ま
す
。

事
業
効
果
は
大
き
い
と
評
価

　
国
・
道
の
支
援
が
手
薄
な
水
産
加

工
業
に
対
す
る
本
事
業
の
意
義
と
、

継
続
性
お
よ
び
補
助
率
３
分
の
２
の

妥
当
性
、
さ
ら
に
、
漁
協
を
通
じ
た

中
央
要
請
と
の
連
携
、
そ
し
て
、
ふ

る
さ
と
納
税
に
過
度
に
依
存
し
な
い

加
工
体
制
づ
く
り
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
議
論
を
深
め
て
い
き

ま
す
。 ギ

カ
イ
の
目

　
人
口
減
少
・
職
員
不
足
と
い
っ
た
将
来
的
な
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
行
政
業
務
の
効
率
化
・
低

コ
ス
ト
化
を
目
指
す
「
行
政
業
務
効
率
化
推
進
事

業
」
が
始
動
し
ま
し
た
。

　
専
門
人
材
派
遣
制
度
を
活
用
し
、
業
務
改
革
・

Ｄ
Ｘ
推
進
専
門
家
を
招
き
、
業
務
改
革
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、「
土
台
づ
く
り
」
と
し
、
全
課
へ
の

業
務
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
検
討
お
よ

び
職
員
の
意
識
醸
成
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　
将
来
的
に
は
、
定
量
的
な
業
務
量
調
査
に
基
づ

い
た
、
全
庁
的
な
業
務
改
革
を
目
指
し
ま
す
。

　
委
員
会
で
は
、

①
人
材
の
在
任
期
間
と

成
果
の
時
間
軸　
②
業

務
改
善
の
進
め
方
と
病

院
・
専
門
職
を
含
む
全

庁
展
開　
③
町
民
サ
ー

ビ
ス
へ
の
還
元　
④
人

材
育
成
・
組
織
定
着

に
つ
い
て
、
議
論
し
ま

し
た
。

　
町
内
の
水
産
加
工
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、
令

和
６
年
度
か
ら
開
始
し
た
町
単
独
の
補
助
事
業
が

進
行
中
で
す
。

　
中
国
な
ど
に
よ
る
輸
入
規
制
や
、
秋
サ
ケ
漁
獲

量
の
減
少
、
人
手
不
足
と
い
っ
た
厳
し
い
環
境
下

に
あ
る
水
産
加
工
業
者
が
、
前
浜
の
水
産
物
を
加

工
し
、
地
域
経
済
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
本
事
業
は
、
既
存
設
備
更
新
に
よ
る
生
産
性
向

上
や
品
質
維
持
、
新
規
設
備
導
入
で
新
商
品
開
発

や
自
動
化
に
よ
る
効
率
化
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　
令
和
６
年
度
に
は
13
件
が
採
択
さ
れ
、
補
助
額

は
９
９
１
３
万
円

に
達
し
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
は

14
件
で
１
億
１
２

０
９
万
円
、
令
和

８
年
度
は
調
査
時

点
で
14
件
の
申
請

が
あ
り
、
新
商
品

開
発
が
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

行
政
業
務

　
　
　
Ｄ
Ｘ
で
効
率
化
へ
！

水
産
加
工
業
を

　
　
　
　
　
力
強
く
支
援
！

専
門
人
材
の
力
で
、
よ
り
良
い

　
　
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て

水
産
物
加
工
品
流
通
強
化
事
業
で

地
域
経
済
を
活
性
化

委員長 今西 和雄　副委員長 宮越 正人　委員 戸田 憲悦・佐藤 雄・松𠩤 政勝・小椋 哲也・髙橋眞結美・市川 聖母

総務産業常任委員会の活動報告

本事業で導入した急速冷凍機



５

施
設
と
運
営
の
両
面
を
注
視

　
視
察
の
中
で
、
学
校
と
学
童
保
育

の
一
体
化
は
、
子
ど
も
が
外
へ
出
ず

に
移
動
で
き
る
点
な
ど
、
利
点
が
大

き
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
迎
え
に
来
る
保
護
者
の
確

認
な
ど
、
運
営
上
の
配
慮
も
必
要
で

す
。
施
設
の
整
備
と
と
も
に
、
安
全

を
守
る
体
制
が
確
保
さ
れ
る
か
、
注

視
す
べ
き
点
で
す
。

受
診
の
し
や
す
さ
に
目
を
向
け
る

　
西
春
別
駅
前
診
療
所
が
予
約
優
先

に
変
わ
り
、
町
民
か
ら
戸
惑
い
の
声

も
聞
き
ま
す
が
、
急
患
の
受
け
入
れ

は
継
続
す
る
な
ど
、
臨
機
応
変
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
内
科
医
不
足
の
中
で
同
診

療
所
の
医
師
が
週
１
回
、
別
海
病
院

で
診
療
し
て
い
る
取
り
組
み
を
評
価

す
る
声
も
上
が
り
ま
し
た
。

　
地
域
医
療
を
支
え
る
取
り
組
み
と

と
も
に
、
経
営
の
仕
組
み
や
住
民
の

受
診
の
し
や
す
さ
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

ギ
カ
イ
の
目

　
７
月
３
日
、
当
別
町
立
と
う
べ
つ
学
園
を
視
察

し
、
９
年
間
の
学
び
を
つ
な
ぐ
小
中
一
貫
教
育
の

取
り
組
み
を
学
び
ま
し
た
。

　
異
学
年
交
流
や
教
員
の
乗
り
入
れ
授
業
を
通
じ

て
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
移
行
を
支
え
る
工

夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
６
年
生
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す

る
機
会
の
確
保
や
、
教
員
間
の
情
報
共
有
な
ど
、

９
年
間
を
同
じ
学
校
で
過
ご
す
か
ら
こ
そ
、
大
切

に
な
る
課
題
も
伺
い
ま
し
た
。

　
別
海
中
央
地
区
の
義
務
教
育
学
校
の
開
校
に
向

け
、
こ
う
し
た
成

果
と
課
題
を
参
考

に
、
子
ど
も
の
発

達
段
階
に
応
じ
た

教
育
内
容
と
運
営

体
制
、
保
護
者
や

地
域
と
の
合
意
形

成
も
含
め
、
今
後

の
調
査
に
生
か
し

ま
す
。

　
尾
岱
沼
・
西
春
別
駅
前
両
診
療
所
の
経
営
状
況

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
の
患
者
数
は
１
万
２
７
１
人
で
、

前
年
度
よ
り
１
５
５
２
人
減
少
。
事
業
収
支
は
約

３
６
７
５
万
円
の
赤
字
で
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
額
は
約
５
４
１
７
万
円
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
尾
岱
沼
で
は
患
者
数
や
医
業
収
益
の
減
少
、
西

春
別
駅
前
で
は
医
業
費
用
の
増
加
が
み
ら
れ
、
施

設
ご
と
の
課
題
が
見
え
ま
し
た
。

　
地
域
医
療
を
維
持
す
る
に
は
、収
支
の
改
善
と
、

住
民
が
安
心
し
て
受
診
で
き
る
体
制
の
両
立
が
必

要
で
す
。

　
医
師
確
保
や
病

院
と
診
療
所
の
連

携
を
含
め
、
地
域

の
実
情
に
合
っ
た

医
療
の
在
り
方
が

問
わ
れ
て
い
ま

す
。

別
海
中
央
地
区
義
務
教
育
学
校
の

開
校
に
向
け
て
と
う
べ
つ
学
園
を
視
察

医
療
体
制
の
充
実
に
向
け
て

９
年
間
の
学
び
を
支
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
づ
く
り

地
域
医
療
を
支
え
る
診
療
所

委員長 外山 浩司　副委員長 横田 保江　委員 中村 忠士・田村 秀男・貞宗 拓雄・伊勢 　徹・吉田 和行　

福祉文教常任委員会の活動報告



１
億
１
４
４
０
万
円
の
補
正
予
算
！

　
町
の
未
来
を
動
か
す
議
会
の
決
断

財
産
の
取
得

意
見
書

10
月
臨
時
会

９
月
定
例
会

６

議会活性化等調査特別委員会・広聴小委員会報告

　
議
会
活
性
化
等
調
査
特
別
委
員

会
で
は
、
第
４
期
議
会
活
性
化
計

画
策
定
に
向
け
、
調
査
を
続
け
て

い
ま
す
。

　
今
回
の
視
察
で
は
、
主
に
議
員

の
な
り
手
不
足
対
策
と
政
務
活
動

費
に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
、
南

幌
町
と
訓
子
府
町
の
議
会
を
訪
問

し
て
き
ま
し
た
。

　
南
幌
町
で
は
、
議
員
な
り
手
対

策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
次

世
代
育
成
研
修
」
や
、
政
務
活
動

費
の
活
用
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

　
当
町
議
会
は
、
広
聴
に
特
に
力

を
入
れ
る
た
め
、
昨
年
か
ら
広
聴

小
委
員
会
を
設
け
た
と
こ
ろ
で
、

「
町
民
が
議
員
と
気
軽
に
話
せ
る

場
の
つ
く
り
方
」
と
「
聴
い
た
声

の
生
か
し
方
」
を
学
ぶ
こ
と
を
目

的
に
視
察
し
ま
し
た
。

　
浦
幌
町
で
は
、
図
書
館
や
公
民

館
な
ど
人
が
集
ま
る
場
所
に
、
議

員
が
普
段
着
で
出
向
き
、
来
た
方

一
人
一
人
と
話
す
「
ま
ち
な
か
カ

フ
ェ
DE
議
会
」
を
長
年
続
け
て
い

ま
す
。
出

さ
れ
た
意

見
は
記
録

し
て
委
員

会
や
一
般

質
問
に
つ

な
げ
、
結

果
を
議
会

だ
よ
り
で

周
知
し
て

い
ま
し
た
。

　
訓
子
府
町
で
は
、
同
じ
く
議
員

な
り
手
対
策
の
「
ぎ
か
い
い
ろ
は

教
室
」
の
取
り
組
み
と
、
課
題
な

ど
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
い
ろ

い
ろ
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
帰
町
後
、
早
速
視
察
内
容
を
振

り
返
り
、
学
ん
で
き
た
こ
と
を
整

理
し
て
、
別
海
町
に
ふ
さ
わ
し
い

議
員
の
な
り
手
対
策
や
、議
会
力・

議
員
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
「
政

務
活
動
費
」
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
議
論
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
芽
室
町
で
は
、
20
人
の
議
会
モ

ニ
タ
ー
や
、
は
が
き
な
ど
で
意
見

を
受
け
付
け
る「
ホ
ッ
ト
ボ
イ
ス
」

な
ど
、
声

を
受
け
取

る
仕
組
み

が
整
っ
て

い
ま
す
。

　
寄
せ
ら

れ
た
意
見

は
、
委
員

会
別
に
整

理
し
、
連

絡
先
の
あ

る
方
に
は
回
答
し
、
結
果
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て
い
ま
し

た
。

　
当
町
議
会
で
も
、
地
域
め
ぐ
り

懇
談
会
や
自
治
会
と
の
意
見
交
換

に
加
え
、
町
民
が
気
軽
に
話
せ
る

場
を
増
や
し
、
い
た
だ
い
た
声
を

委
員
会
に
つ
な
ぎ
、
結
果
を
お
伝

え
す
る
流
れ
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

す
。

広
聴
小
委
員
会

　
行
政
視
察

（
７
／
14
・
15
）

議
会
活
性
化
等
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　 

　
行
政
視
察
（
９
／
15
～
17
）

委
員
長

　
中
村 

忠
士
・
副
委
員
長

　
小
椋 

哲
也

代
表
委
員

　
小
椋 

哲
也
・
副
代
表
委
員

　
横
田 

保
江

南幌町議会

訓子府町議会



１
億
１
４
４
０
万
円
の
補
正
予
算
！

　
町
の
未
来
を
動
か
す
議
会
の
決
断

財
産
の
取
得

意
見
書

10
月
臨
時
会

９
月
定
例
会

７

定例会・臨時会

　
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
７
日

か
ら
11
日
ま
で
の
５
日
間
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
は
、
予
算
決
算
審

査
特
別
委
員
会(
宮
越
正
人
委
員

長
、
髙
橋
眞
結
美
副
委
員
長)

で

慎
重
に
審
査
さ
れ
、
本
会
議
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
１
億
３
７
０
万
円
、

介
護
保
険
特
別
会
計
１
０
７
０
万

円
、
計
１
憶
１
４
４
０
万
円
の
増

額
補
正
で
す
。

　
主
な
新
規
・
追
加
事
業
を
抜
粋

し
て
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
他
、
人
権
擁
護
委
員
の
推

薦
２
件
、
教
育
委
員
の
任
命
、
工

事
請
負
契
約
２
件
、
財
産
の
取

得
、
債
権
放
棄
、
健
全
化
比
率
お

よ
び
資
金
不
足
比
率
、
専
決
処
分

３
件
な
ど
、
計
21
件
の
議
案
を
審

議
し
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
放
流
数
を
４
０
０
０
万
粒
か
ら

５
９
０
０
万
粒
に
増
。

　
大
会
数
・
派
遣
人
数
は
前
年
度

並
み
だ
が
、
宿
泊
費
・
バ
ス
借
上
料

の
高
騰
で
、
１
件
当
た
り
の
補
助

額
が
前
年
度
比
40
％
増
と
な
り
、

４
０
０
万
円
不
足
す
る
見
込
み
。

　
相
談
日
を
２
日
増
や
し
、
８
件

を
追
加
し
て
計
28
件
へ
拡
充
。

　
小
麦
生
産
者
４
戸
、
５
３
１
０

【
議
員
提
出
意
見
書
】

　
　
提
出
者　
今
西　
和
雄

　
　
賛
成
者　
戸
田　
憲
悦

　
　
　
　
　
　
他　
６
人

　
自
衛
隊
員
の
処
遇
及
び
退
職
自

衛
官
の
再
就
職
促
進
に
関
す
る
意

見
書
を
採
択
。

　
町
営
野
球
場
電
光
ス
コ
ア
ボ
ー

ド
整
備
工
事
３
億
４
４
３
０
万
円

の
締
結
を
含
む
５
件
の
議
案
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
費
２
６
０

０
万
円
を
含
む
３
０
６
０
万
円
を

増
額
し
、
総
額
３
４
７
億
４
６
5

０
万
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算

案
、
専
決
処
分
１
件
を
原
案
ど
お

り
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

ア
ー
ル
が
対
象
。
10
ア
ー
ル
当
た

り
２
千
円
を
交
付
し
、
施
肥
・
防

除
体
系
の
改
善
を
支
援
す
る
。

　
町
内
で
は
初
実
施
。

　
６
件
の
意
見
書
か
ら
抜
粋
。

【
委
員
会
提
出
意
見
書
】

　
　
　
福
祉
文
教
常
任
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
外
山　
浩
司

　
地
域
公
共
交
通
の
維
持
に
向
け

た
法
整
備
及
び
財
政
処
置
の
拡
充

を
求
め
る
意
見
書
を
採
択
。

ホ
タ
テ
漁
業
緊
急
支
援
事
業

酪
農
工
場
金
属
検
出
機 

・

ウ
ェ
イ
ト
チ
ェ
ッ
カ
ー
一
式

ス
ポ
ー
ツ
団
体
等

　
　
　
派
遣
費
補
助
事
業

言
語
聴
覚
士
等

　
　
　
　
専
門
支
援
事
業

麦
類
生
産
技
術
向
上
事
業

１
１
１
５
万
円

２
３
２
１
万
円

４
０
０
万
円

20
万
円

１
０
６
万
円

追加追加追加新規

ウェイトチェッカー

金属探知機



８

議員10人による一般質問
詳細はこちらからご覧になれます

田
た

村
むら

秀
ひで

男
お

議員

本
町
の
財
政
運
営
は

　
　
今
ま
さ
に
重
大
な
転
換
期

質 問質
問
　
令
和
９
年
度
の
予
算
編

成
方
針
は
。

答
弁　
人
口
増
加
や
地
域
経
済

の
好
循
環
、
住
民
福
祉
の
向
上
な

ど
明
確
な
リ
タ
ー
ン
を
目
的
と
し

た
戦
略
的
投
資
は
、
引
き
続
き
積

極
的
に
推
進
す
る
。

　
既
存
の
事
務
事
業
な
ど
の
見
直

し
は
、
行
政
内
部
の
事
務
の
効
率

化
・
改
善
を
中
心
に
、
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

質
問
　
中
央
・
西
・
東
の
３
拠

点
方
式
に
よ
る
公
共
施
設
な
ど

の
、
老
朽
化
す
る
イ
ン
フ
ラ
や
施

設
の
更
新
・
維
持
管
理
コ
ス
ト
に

対
し
、
選
択
と
集
中
で
長
期
的
視

点
で
身
の
丈
に
合
っ
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
の
か
。

　
次
世
代
に
ツ
ケ
を
回
さ
な
い
聖

域
な
き
改
革
の
、勇
気
は
あ
る
か
。

答
弁　

議
員
ご
指
摘
の
と
お

り
、
利
用
実
態
に
基
づ
く
判
断
の

考
え
方
を
、
第
８
次
総
合
計
画
お

よ
び
行
財
政
改
革
の
中
に
、
検
討

の
仕
組
み
と
し
て
、
明
確
に
位
置

付
け
る
。
改
革
の
勇
気
は
あ
る
。

質
問
　
公
共
施
設
跡
地
を
町
民

や
移
住
者
、
二
地
域
居
住
者
な
ど

に
分
譲
、
無
償
貸
付
す
る
考
え
方

を
持
っ
て
い
る
か
。

答
弁　
責
任
を
持
っ
て
、
長
く

使
っ
て
い
け
る
か
な
ど
を
十
分
吟

味
し
て
、
判
断
の
基
準
に
す
る
。

質
問
　
ふ
る
さ
と
応
援
基
金

は
、
残
高
を
ど
の
程
度
確
保
す
る

の
か
。

答
弁　
２
０
０
億
円
程
度
を
確

保
で
き
れ
ば
、
経
済
を
は
じ
め
と

す
る
情
勢
の
急
変
に
よ
る
事
業
執

行
の
影
響
に
対
し
て
も
、
一
定
の

対
応
力
が
生
ま
れ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

本
町
に
お
け
る
脱
炭
素
社
会
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

質 問質
問
　
本
町
は
「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
表
明
し
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素

排
出
量
を
51
％
削
減
す
る
と
し
て

い
る
。

　
町
の
計
画
で
は
、
令
和
７
年
度

か
ら
12
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
、

３
１
３
７
㌧
の
二
酸
化
炭
素
を
減

ら
す
と
し
て
い
る
が
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
そ
の
も
の
に
よ
る
削

減
量
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答
弁　
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
そ

の
も
の
に
よ
る
削
減
量
に
つ
い
て

は
、
計
画
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な

い
。質

問
　
町
が
公
表
し
て
い
る
計

画
は
、
役
場
関
係
の
事
務
事
業
に

限
定
し
て
の
削
減
計
画
だ
。

　
農
林
水
産
業
を
含
め
、
町
全
体

の
脱
炭
素
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

答
弁　
第
８
次
別
海
町
総
合
計

画
の
策
定
時
期
に
合
わ
せ
て
、
策

定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
情

報
収
集
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問
　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
担
当

す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
お

り
、
調
査
期
間
は
令
和
７
年
度
ま

で
と
な
っ
て
い
た
。

　
活
動
報
告
が
公
表
さ
れ
る
予
定

は
あ
る
か
。

答
弁　

令
和
９
年
度
中
に
は
、

活
動
成
果
を
公
表
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
。

質
問
　
町
が
公
表
し
て
い
る
実

行
計
画
と
結
果
報
告
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
の
単
位
が
統
一
さ
れ

て
い
な
い
。

　
町
民
が
比
較
・
検
討
で
き
る
よ

う
改
善
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁　
今
後
、
速
や
か
に
記
載

内
容
に
つ
い
て
修
正
し
て
い
く
。

中
なか

村
むら

忠
ただ

士
し

議員
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交
通
空
白
解
消
の
担
い
手
と
な
る

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
活
用
に
つ
い
て

質 問

伊
い

勢
せ

　徹
とおる

議員

質
問
　
尾
岱
沼
地
区
で
住
民
主

体
の
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
始
ま

り
、
そ
の
役
割
や
価
値
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

答
弁　

地
域
の
交
通
問
題
を
、

住
民
自
身
が
主
体
と
な
っ
て
解
決

し
よ
う
と
す
る
、
意
義
深
い
取
り

組
み
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
一
方
、
運
行
に
あ
っ
て
は
、
地

域
住
民
の
継
続
的
な
協
力
が
不
可

欠
で
あ
り
、
既
存
の
交
通
事
業
者

と
の
共
存
調
整
、
例
え
ば
運
行
区

域
の
設
定
な
ど
、
解
決
す
べ
き
課

題
も
多
く
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問
　
尾
岱
沼
地
区
公
共
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
の
活
用
方
法
は
な
い

か
。答

弁　
現
状
は
、
運
行
区
域
内

に
限
ら
れ
た
活
動
で
あ
る
の
で
、

区
域
外
へ
の
通
院
な
ど
は
難
し
い
。

質
問
　
運
行
範
囲
の
拡
大
や
利

用
対
象
の
広
が
り
に
つ
い
て
、
町

と
し
て
の
見
解
は
。

答
弁　
運
行
範
囲
を
超
え
た
活

用
は
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
し
て
は

困
難
な
状
況
で
あ
る
。

質
問
　
デ
マ
ン
ド
交
通
と
し

て
、
路
線
バ
ス
と
連
結
し
て
活
用

で
き
な
い
か
。

答
弁　
運
行
区
域
の
拡
大
は
困

難
。
別
の
手
段
方
法
に
よ
る
問
題

解
決
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　
バ
ス
・
ハ
イ
ヤ
ー
共
通

利
用
券
の
対
象
者
を
、
再
度
検
討

す
る
時
期
で
は
な
い
か
。

答
弁　
交
付
に
係
る
限
度
額
の

在
り
方
に
つ
い
て
再
検
討
が
必
要
と

考
え
、
令
和
９
年
度
中
の
策
定
を
予

定
し
て
い
る
地
域
公
共
交
通
計
画
の

中
で
、
地
域
公
共
交
通
の
課
題
の
一

つ
と
し
て
検
討
す
る
。

議員10人による一般質問
詳細はこちらからご覧になれます

算
数
セ
ッ
ト
や
彫
刻
刀
、

　
家
庭
の
負
担
は
軽
く
な
る
？

質 問質
問
　
小
学
校
で
は
算
数
セ
ッ

ト
や
彫
刻
刀
な
ど
の
学
用
品
や
、

授
業
で
使
う
副
教
材
を
買
う
機
会

が
多
い
。
副
教
材
費
だ
け
で
も

小
学
５
年
生
の
一
例
で
、
年
間

１
万
１
千
円
に
な
る
。

　
学
用
品
は
保
護
者
が
業
者
か
ら

直
接
買
う
品
も
多
く
、
こ
の
負
担

を
ど
う
軽
く
す
る
か
伺
う
。

　
学
年
ご
と
の
保
護
者
負
担
を
町

は
把
握
し
て
い
る
か
。

　
学
用
品
を
学
校
で
そ
ろ
え
て
共

用
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
弁　
負
担
額
は
十
分
に
把
握

で
き
て
い
な
い
。
今
年
度
中
に
各

学
校
で
負
担
状
況
を
調
査
す
る
。

　

共
用
で
き
る
品
目
か
ら
、
来

年
度
以
降
の
整
備
を
検
討
す
る
。

ハ
ー
モ
ニ
カ
な
ど
共
用
し
に
く
い

品
も
、
調
査
の
対
象
と
す
る
。

質
問
　
学
校
で
共
用
し
に
く
い

学
用
品
も
含
め
、
子
ど
も
・
子
育

て
応
援
基
金
で
負
担
を
軽
く
で
き

な
い
か
。

答
弁　
負
担
軽
減
は
、
基
金
の

趣
旨
に
沿
う
検
討
対
象
で
あ
る
。

　
教
育
委
員
会
の
調
査
と
検
討
を

経
た
予
算
要
求
を
受
け
、
基
金
活

用
も
含
め
判
断
す
る
。

　
教
育
長
答
弁
は
、
負
担
軽
減
に

異
論
は
な
い
と
し
つ
つ
、
教
材
を

自
分
の
持
ち
物
と
し
て
手
元
に
置

く
こ
と
は
、
将
来
の
学
び
に
つ
な

が
る
。

　
町
長
答
弁
は
、
備
品
か
個
人
の

持
ち
物
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
子
育

て
世
帯
へ
の
支
援
と
し
て
、
予
算

を
組
ん
で
い
き
た
い
。
予
算
は
確

約
で
き
な
い
が
、
で
き
る
だ
け
つ

け
る
よ
う
努
力
す
る
。

小
お

椋
ぐら

哲
てつ

也
や

議員
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議員10人による一般質問
詳細はこちらからご覧になれます

災
害
時
に
お
け
る

　
酪
農
用
水
の
確
保
に
つ
い
て

質 問質
問
　
エ
ン
ジ
ン
ポ
ン
プ
の
使

用
訓
練
は
実
施
し
た
か
。

　
ま
た
、
具
体
的
な
取
水
、
運
搬

お
よ
び
保
管
の
方
法
、
関
係
団
体

と
の
協
議
の
進し
ん
ち
ょ
く捗
状
況
は
。

答
弁　

令
和
７
年
11
月
19
日

に
、
各
地
域
の
代
表
者
な
ど
24
人

が
参
加
の
上
、
自
然
水
利
を
想
定

し
た
取
水
訓
練
を
実
施
し
た
。

　
実
際
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
河

川
か
ら
取
水
し
た
水
を
タ
ン
ク
な

ど
に
受
け
、
用
意
し
た
ト
ラ
ッ
ク

な
ど
を
用
い
て
、
各
農
家
に
配
送

す
る
方
法
を
想
定
し
て
い
る
。

　
今
回
の
訓
練
を
通
じ
て
、
課
題

が
具
体
化
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
現
在
も
各
農
協
な
ど
と
情
報

共
有
を
図
り
な
が
ら
、
協
議
を
進

め
て
い
る
。

質
問
　
町
内
で
井
戸
を
設
置
し

て
い
る
農
家
は
、
23
戸
程
度
あ
る

と
の
こ
と
だ
が
、
自
家
水
源
の
整

備
に
つ
い
て
、
町
の
考
え
は
。

答
弁　
農
家
個
々
の
自
助
力
を

高
め
る
、
有
効
な
手
段
と
認
識
し

て
い
る
。

　
既
存
の
補
助
制
度
の
周
知
な
ど

に
つ
い
て
、
今
後
、
農
協
と
も
連
携

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問
　
地
域
の
産
業
を
守
る
観

点
か
ら
、
災
害
時
に
お
け
る
酪
農

用
水
の
確
保
に
関
す
る
対
応
や
、

対
策
を
ま
と
め
た
酪
農
危
機
管
理

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
作
成
が

必
要
と
考
え
る
が
、町
の
考
え
は
。

答
弁　
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
は

調
整
が
必
要
で
あ
り
、
防
災
対
策

は
自
助
・
共
助
・
公
助
の
連
携
で

機
能
す
る
こ
と
か
ら
、
農
協
と
連

携
し
、
課
題
認
識
の
整
理
や
情
報

共
有
の
仕
組
み
を
検
討
す
る
な
ど
、

補
完
協
力
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

高
齢
者
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
助
成
実
現
に
つ
い
て

質 問質
問
　
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
の

あ
る
方
が
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

す
る
と
、
重
症
化
し
て
肺
炎
を
併

発
し
、
持
病
が
悪
化
す
る
リ
ス
ク

が
高
く
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
匹

敵
す
る
大
き
な
疾
病
負
荷
と
な
る
。

　
回
復
後
も
、
日
常
生
活
動
作
が

低
下
し
、
健
康
寿
命
を
縮
め
る
要

因
に
な
る
。

　
町
と
し
て
、
高
齢
者
に
お
け
る

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
重
症
化

リ
ス
ク
や
、
健
康
影
響
の
重
大
性

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

　
３
学
会
（
日
本
感
染
症
学
会
・

日
本
呼
吸
器
学
会
・
日
本
ワ
ク
チ

ン
学
会
）
の
知
見
や
、
厚
生
労
働

省
の
公
的
文
書
に
基
づ
い
た
見
解

を
。

答
弁　
厚
生
労
働
省
の
審
議
会

で
も
、
公
衆
衛
生
上
の
重
大
課
題

と
さ
れ
て
お
り
、
３
学
会
の
提
言

に
よ
る
と
、
60
歳
以
上
で
毎
年

約
70
万
人
が
感
染
発
症
し
、
約

６
万
３
千
人
が
入
院
、
そ
の
う
ち

院
内
で
４
５
０
０
人
が
亡
く
な
っ

て
い
る
。

　
町
と
し
て
も
、
高
齢
者
を
守
る
こ

と
を
重
要
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問
　
町
外
接
種
は
、
高
額
な

費
用
や
町
外
で
の
受
診
が
、
大
き

な
障
壁
と
な
る
。
本
町
独
自
の
接

種
体
制
の
構
築
は
可
能
か
。

　
ま
た
、
高
齢
者
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
費
用
助
成
を
、
早
急

に
創
設
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
弁　
令
和
９
年
度
か
ら
の
町

内
で
の
接
種
実
施
に
向
け
て
、
さ

ら
な
る
調
整
を
進
め
る
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
健
康
を
守
る

こ
と
を
優
先
し
、
費
用
助
成
に
つ

い
て
も
、
令
和
９
年
度
か
ら
の
実

施
を
予
定
し
て
い
る
。

横
よこ

田
た

保
やす

江
え

議員
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町
民
が
親
し
み
や
す
く

　
　
　
　
安
心
で
き
る
役
場
へ

質 問

宮
みや

越
こし

正
まさ

人
と

議員

質
問
　
窓
口
に
迷
わ
ず
た
ど
り

着
け
、
安
心
し
て
声
を
か
け
ら
れ

る
環
境
か
、
ど
う
受
け
止
め
て
い

る
か
。

答
弁　
手
続
き
に
よ
っ
て
は
分

か
り
に
く
い
状
況
を
認
め
、
声
を

か
け
づ
ら
い
と
の
受
け
止
め
を
真

摯
に
捉
え
、
改
善
の
余
地
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　
仕
組
み
と
し
て
見
直
す
。　

質
問
　
職
員
の
心
が
け
だ
け
に

頼
ら
ず
、
話
し
か
け
や
す
い
環
境

を
、
仕
組
み
と
し
て
作
る
考
え
は

あ
る
か
。

答
弁　
心
が
け
だ
け
で
は
限
界

が
あ
る
。

　
分
か
り
や
す
い
案
内
や
カ
ウ
ン

タ
ー
・
机
の
配
置
見
直
し
な
ど
、

窓
口
の
在
り
方
を
、
構
造
的
な
観

点
か
ら
検
討
し
た
い
。

　
段
階
的
に
取
り
組
む
。　

質
問
　
総
合
案
内
の
位
置
や
動

線
、
案
内
表
示
を
、
来
庁
者
を
受

け
入
れ
る
仕
組
み
と
し
て
見
直
す

考
え
は
あ
る
か
。

答
弁　
案
内
表
示
や
動
線
の
見

直
し
を
、
関
係
部
署
と
連
携
し
て

進
め
た
い
。

　
改
修
は
費
用
や
時
間
が
か
か
る

た
め
、
で
き
る
こ
と
か
ら
段
階
的

に
行
う
。
番
号
表
示
は
検
討
中
の

一
案
だ
。

質
問
　
町
民
が
、
安
心
し
て
声

を
か
け
ら
れ
る
役
場
づ
く
り
に
つ

い
て
、
町
長
の
考
え
は
。

答
弁　
職
員
の
努
力
を
、
町
民

に
届
け
る
仕
組
み
を
整
え
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
。

　
声
を
か
け
や
す
い
環
境
は
、
町

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

　
寄
り
添
う
役
場
づ
く
り
を
進
め

た
い
。

議員10人による一般質問
詳細はこちらからご覧になれます

幹
部
職
員
の
育
成
強
化
に
向
け
た

管
理
職
手
当
の
改
正
に
つ
い
て

質 問質
問
　
手
当
の
改
正
を
検
討
し

た
経
緯
は
あ
る
か
。

　
な
ぜ
据
え
置
く
と
判
断
し
た
か
。

答
弁　

職
務
が
増
大
す
る
中
、

職
責
に
見
合
っ
た
総
合
的
処
遇
の

観
点
か
ら
、
検
討
す
べ
き
事
項
と

認
識
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
町
の
財
政
状
況
や
、

コ
ロ
ナ
禍
な
ど
世
情
が
一
変
し
た

時
期
も
あ
り
、
結
果
と
し
て
長
期

間
に
わ
た
る
据
え
置
き
と
な
っ
て

い
る
。　

質
問
　
現
在
の
部
課
長
が
退
職

後
、町
政
を
担
う
職
員
の
育
成
は
。

　
ま
た
、
管
理
職
を
目
指
す
意
欲

と
職
責
お
よ
び
処
遇
の
均
衡
を
、

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答
弁　
現
在
の
部
課
長
が
培
っ

て
き
た
知
識
・
経
験
・
判
断
力
な

ど
の
継
承
は
、
町
政
の
将
来
に
お

い
て
重
要
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

　
「
別
海
町
職
員
人
材
育
成
・
確

保
基
本
方
針
」
な
ど
を
踏
ま
え
て

対
応
し
て
い
く
。
職
責
の
重
さ
と

処
遇
の
均
衡
は
、
欠
く
こ
と
は
で

き
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問
　
管
理
職
の
育
成
強
化
を

図
る
手
立
て
と
し
て
、
手
当
の
改

正
は
必
要
で
あ
り
、
町
長
の
定
め

る
規
則
で
実
施
で
き
る
。

　
検
討
す
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
時

点
で
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
か
。

答
弁　
昨
今
、
情
勢
が
大
き
く

変
わ
る
中
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
量
や

質
と
も
に
増
大
し
て
お
り
、
統
括
す

る
管
理
職
の
職
責
も
、
度
合
い
を
増

し
て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
。

　
改
定
を
判
断
し
た
場
合
は
、
令

和
９
年
度
当
初
に
、
具
体
的
方
向

性
を
示
す
。
人
材
育
成
は
、
町
政

の
重
要
課
題
で
あ
り
、
責
任
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
いち

川
かわ

聖
まりあ

母議員
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自動運転ＥＶバス
延べ311人の町民が試乗した、自動運転ＥＶバスを議員も体験してきました！未来の公共交通の体感を、各議員
に突撃インタビュー！

試乗体験！

ドライバー不足のなか、高
齢者の足として外出意欲を
促し、健康維持や介護予防
にも、将来的には必要。

未来がもう走っている！
運転する車から、乗せて
もらう車へ！自動運転は
移動の常識を変える！

マイクロバスでの巡回など
やれることがあると思う。
自動運転バスは、夢があるが
コストがかかりすぎる。

今のレベルの車両の価格
が高すぎる。ランニング
コストやトラブルも考慮
すると時期尚早では。

追い越しの車が前に割り
込んだ時に、急ブレーキ
がかかりびっくり！
道路脇の旗やのぼりの揺
れを感知して、ブレーキが
かかることもあるそう。
事前に知っていると心構
えができると感じた。

静かで滑らかな
走行でした。
安全性のさらな
る検証が必要で
す。

子どもの時に見た
未来予想図が、生
きてるうちに体験
できるなんて！

ふるさと交流館ふるさと交流館

パブリックコメントの内容に沿い、担当部から基本計画・基本設計（案）の説明を受け、全議員で質疑・

意見を所管に述べました。

〈課題共有会議の一コマ〉〈課題共有会議の一コマ〉

全面の窓が広く開放感
があって安心する。
車いす用のストッパー
があるといいなあ。

知る・考える・声を届ける
　自動運転ＥＶバスの試乗をきっかけに、地域公共交通をまず「知る」。そして、暮らしに必要な移動について「考える」。
町民の皆さまの気付きや意見を、これからの地域づくりに向けて「声を届ける」。議会は今後も動いていきます。

岩盤浴やキッズスペース、ドミトリーを設ける。伴走型の官民連携で運営する。

既存建物を増改築し、温浴機能、飲食、物販および宿泊機能を持ち合わせた施設とする。
令和12年度中の運用開始で調整している。事業費は、現時点で約25億円を見込む。

１

２

計画の概要

毎年１億円程度の
赤字財源の手当は。

建築費が高騰するのでは。建築費の財源は。

自前用意が原則、ふるさと
応援基金の活用。

来年度以降も建築単価は高騰する。
30億円程度まで増える可能性あり。

地域未来交付金、過疎対策事業
債、ふるさと応援基金を活用す
る。

１ ２ ３

質疑・意見の抜粋

住民が望む姿に変身できるか？

議員10人による一般質問
詳細はこちらからご覧になれます

放
課
後
、ど
こ
で
過
ご
す
？

　
　
　
　
　
中
高
生
の
居
場
所

質 問質
問
　
中
高
生
が
料
金
や
予
約

を
要
せ
ず
自
由
に
立
ち
寄
り
、
過

ご
し
方
を
選
べ
る
場
の
必
要
性
に

つ
い
て
の
認
識
と
、
町
内
の
確
保

状
況
を
伺
う
。

答
弁　
自
由
に
過
ご
せ
る
場
所

は
、
自
己
決
定
力
・
安
心
感
・
社

会
性
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
育
て
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

　
大
半
の
社
会
教
育
施
設
は
、
使

用
中
で
な
け
れ
ば
自
由
に
利
用
で

き
、一
定
程
度
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　
中
高
生
の
使
用
料
免
除
を
明
記

し
た
規
定
は
な
い
が
、
子
供
会
な

ど
の
免
除
規
定
を
準
用
し
、
中
高

生
の
使
用
も
免
除
と
し
て
い
る
。

質
問
　
青
少
年
プ
ラ
ザ
と
図
書

館
の
位
置
付
け
、
中
高
生
の
利
用

実
態
を
伺
う
。

答
弁　
青
少
年
プ
ラ
ザ
や
み
な

く
る
に
は
、
予
約
不
要
の
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
み
な
く
る
の

ホ
ワ
イ
エ
は
放
課
後
や
休
日
に
多

く
の
中
高
生
が
利
用
し
て
い
る
。

　
図
書
館
は
自
由
に
来
館
で
き
、

テ
ィ
ー
ン
ズ
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
。

申
請
・
貸
出
履
歴
は
把
握
済
み
だ

が
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
は
未
把
握

で
あ
る
。

質
問
　
中
高
生
が
使
い
や
す
い

運
用
と
居
場
所
の
確
保
を
伺
う
。

答
弁　
青
少
年
プ
ラ
ザ
の
一
部

の
部
屋
は
、
安
全・施
設
管
理
上
、

大
人
の
同
伴
が
必
要
で
、
利
用
に

制
約
が
あ
る
。社
会
教
育
施
設
は
、

居
場
所
づ
く
り
で
当
事
者
意
識
を

高
め
、
地
域
づ
く
り
に
つ
な
ぐ
役

割
が
求
め
ら
れ
る
。

　
今
後
、施
設
の
役
割
を
整
理
し
、

中
高
生
を
含
む
全
世
代
が
、
気
軽

に
立
ち
寄
れ
る
居
場
所
と
し
て
検

討
す
る
。

送
迎
が
届
か
ず
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
な
ど
に
通
え
な
い
地
域
の
解
消
は

質 問質
問
　
送
迎
が
届
か
な
い
こ
と

を
理
由
に
、
通
所
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
な
い
方
が
い
る
と
い
う
認

識
は
あ
る
か
。

答
弁　
送
迎
経
路
の
調
整
が
つ

か
な
い
地
域
が
あ
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
る
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
利
用
回
数
に
制

限
が
出
て
い
る
方
、
待
機
の
方
が

い
る
こ
と
も
把
握
し
て
い
る
。

質
問
　
送
迎
の
届
か
な
い
空
白

地
を
、
町
と
し
て
整
理
し
て
い
る

の
か
。

答
弁　

現
在
、地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
開
催
し
て
い
る
地
域

ケ
ア
会
議
で
、通
所
事
業
所
と
意
見

を
交
わ
し
な
が
ら
、状
況
の
聞
き
取

り
や
図
面
上
で
整
理
し
て
い
る
。

質
問
　
令
和
６
年
度
の
介
護
保

険
の
改
定
で
示
さ
れ
た
、
事
業
所

間
の
共
同
送
迎
に
つ
い
て
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
も
加
わ
っ

た
上
で
の
検
討
が
必
要
と
考
え
る

が
。答

弁　

共
同
送
迎
に
つ
い
て

は
、
地
域
ケ
ア
会
議
で
す
で
に
議

題
に
上
げ
て
お
り
、
ま
ず
は
介
護

事
業
所
間
で
の
可
能
性
を
探
っ
て

い
る
。

　
そ
の
上
で
必
要
が
あ
れ
ば
、
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
も
、

会
議
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
。

質
問
　
送
迎
の
空
白
が
ど
こ
に

生
じ
て
も
、
対
応
で
き
る
仕
組
み

を
求
め
る
。

　
町
の
役
割
は
。

答
弁　
事
業
所
間
で
の
共
同
送

迎
は
、
町
が
主
体
的
に
調
整
役
を

担
っ
て
い
く
。

　
策
定
中
の
地
域
公
共
交
通
計
画

と
の
整
合
を
取
り
、
広
い
視
野
で

施
策
を
展
開
し
取
り
進
め
た
い
。

吉
よし

田
だ

和
かず

行
ゆき

議員

髙
たか

橋
はし

眞
ま

結
ゆ

美
み

議員
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自動運転ＥＶバス
延べ311人の町民が試乗した、自動運転ＥＶバスを議員も体験してきました！未来の公共交通の体感を、各議員
に突撃インタビュー！

試乗体験！

ドライバー不足のなか、高
齢者の足として外出意欲を
促し、健康維持や介護予防
にも、将来的には必要。

未来がもう走っている！
運転する車から、乗せて
もらう車へ！自動運転は
移動の常識を変える！

マイクロバスでの巡回など
やれることがあると思う。
自動運転バスは、夢があるが
コストがかかりすぎる。

今のレベルの車両の価格
が高すぎる。ランニング
コストやトラブルも考慮
すると時期尚早では。

追い越しの車が前に割り
込んだ時に、急ブレーキ
がかかりびっくり！
道路脇の旗やのぼりの揺
れを感知して、ブレーキが
かかることもあるそう。
事前に知っていると心構
えができると感じた。

静かで滑らかな
走行でした。
安全性のさらな
る検証が必要で
す。

子どもの時に見た
未来予想図が、生
きてるうちに体験
できるなんて！

ふるさと交流館ふるさと交流館

パブリックコメントの内容に沿い、担当部から基本計画・基本設計（案）の説明を受け、全議員で質疑・

意見を所管に述べました。

〈課題共有会議の一コマ〉〈課題共有会議の一コマ〉

全面の窓が広く開放感
があって安心する。
車いす用のストッパー
があるといいなあ。

知る・考える・声を届ける
　自動運転ＥＶバスの試乗をきっかけに、地域公共交通をまず「知る」。そして、暮らしに必要な移動について「考える」。
町民の皆さまの気付きや意見を、これからの地域づくりに向けて「声を届ける」。議会は今後も動いていきます。

岩盤浴やキッズスペース、ドミトリーを設ける。伴走型の官民連携で運営する。

既存建物を増改築し、温浴機能、飲食、物販および宿泊機能を持ち合わせた施設とする。
令和12年度中の運用開始で調整している。事業費は、現時点で約25億円を見込む。

１

２

計画の概要

毎年１億円程度の
赤字財源の手当は。

建築費が高騰するのでは。建築費の財源は。

自前用意が原則、ふるさと
応援基金の活用。

来年度以降も建築単価は高騰する。
30億円程度まで増える可能性あり。

地域未来交付金、過疎対策事業
債、ふるさと応援基金を活用す
る。

１ ２ ３

質疑・意見の抜粋

住民が望む姿に変身できるか？

議会活動アラカルト



町民の皆さんの声を一緒に届けませんか?!

Let’s go 議会！ ！Let’s go 議会！ ！レッツゴー！レッツゴー！
連載
第７回

　前回の第 6 回では、「その “もっとこうなったらいいのに” を議会へ！」とお伝えしました。
議員は、特別な人ではありません。 でも、正直に言えば 「̶難しい」のも、また事実です。
議会の「難しい」は、大きく 3 種類。あなたの歩みを止めているのは、どの「難しい」ですか？

議会の「難しい」は３種類
実体験に基づく「正直」な難易度をチェック！

とはいえ、議会って難しいんじゃない？

　作文力は一般質問に。委員会や予
算決算審査特別委員会では、聞き出
したい・確認したいことを聞く質問
力を。コミュニケーションのスキル
は、すべての場面で必要不可欠です。
　どれも「練習あるのみ」ではあり
ますが、技術はある程度勉強すれば
身につきます。質問のタネは、暮ら
しや仕事の中にあります。
　毎日が勉強の積み重ね。最初から
完璧な人なんて、いません。

　審査の対象は、予算・決算、条例
改正や事業。
　覚える量は確かに多い。
　常に勉強！役場の部長クラスは、
各課の内容まで理解していますが、
議員は、何年もかけて学ぶわけには
いきません。
　自ら勉強するのはもちろん、先輩
議員に教わることもたくさん。今の
別海町議会は、議員同士の交流が活
発で、先輩は後輩にとても親切にし
てくれます。

　会議は平日の日中が中心。定例会
の時期に限らず、議案の予習も復習
も自宅で事前に準備が必要です。
　また、任意ではありますが、休日
のイベント来賓出席や、さまざまな
団体との夜の親睦会などもありま
す。
　疾病や育児、看護・介護など会議
規則で欠席は認められていますが、
仕事や子育てで日程を調整すること
にジレンマを抱えることもあります

両立の「難しい」 予算・決算、条例や事業の
「難しい」

質問力・調査力・伝える力の
「難しい」

★★★★★
正直、ここが最大の壁！ 支えがあります！ 場数で伸びます！

★★★★★ ★★★★★

一年生

これが
 ホンネ！

両立が大変なのに続けるのはなぜ？

市川聖母議員１期生４年目 に聞いてみました！！

　時間の難しいは、常に課題です。大変でも続けるのは、やっぱり別海町の
全町民の未来のためです。子どもたちだけのためじゃない。みんなの未来のためです。
陰で文句を言う側にはなりたくなかった。家族に迷惑をかけた分、この町を変えたい。

時間１ 知識２ 技術３

14

私たちが見た・感じた　別海町議会 !!
議会モニターの皆さんに、各会議を傍聴してのご意見をお聞きしました。

　　グループの席替えを、定期的に行った方がよいように思います。
　特定のグループからの意見が多く、他のグループは参加していない感がありました。
　居眠りしている議員も見られて、議員としての姿勢が残念です。（Ｙ氏）

　●●議員、▲▲議員の話し方は、ハキハキとしていて聞きやすい。
議会に対するワクワク感がなく、傍聴しようというモチベーションが湧かない。（Ｓ氏）

全議員が集まって、「どんな政策を実現したいか」を話し合い、
外部の専門家（議会サポーター）からもアドバイスをもらいなが
ら、より効果的な質問づくりを目指すための会議

一般質問検討会議

一 般 質 問

　議員によっては、質問の意図が見えない部分もあったりするので、事前の検討会議で
もんでいるとは思いますが、よりよい一般質問を期待したいです。
　質問に対して用意した答弁を読むだけなら、文章を公開するだけでも同じだと思いま
す。用意していた質問以外のことばかりしていたら、議事が進まないのもわかりますが、
事前に質問されていないから答えられないではなく、もっと踏み込んだ質疑応答を期待
したいです。（Ｓ氏）

　送迎が届かず、必要な通所サービスを利用できない方がいるという、地域の生活に直
結する課題を取り上げており、重要なテーマだったと感じました。
　特定地域への対応ではなく、町全体で課題解決を求めている点も、意義があると思い
ながら聞きました。
　今回取り上げられた課題が、一時的な対応にとどまらず、実際に利用する方の生活の
しやすさにつながる、具体的な取り組みへ発展していくことを期待したい。（Ｎ氏）

話そう、聞こう、変えよう。 －別海の明日を一緒に－

地域めぐり懇談会開催
　　11月24日㈫ 別海・25日㈬ 西春別駅前・尾岱沼

お知らせ

議会活動アラカルト



町民の皆さんの声を一緒に届けませんか?!

Let’s go 議会！ ！Let’s go 議会！ ！レッツゴー！レッツゴー！
連載
第７回

　前回の第 6 回では、「その “もっとこうなったらいいのに” を議会へ！」とお伝えしました。
議員は、特別な人ではありません。 でも、正直に言えば 「̶難しい」のも、また事実です。
議会の「難しい」は、大きく 3 種類。あなたの歩みを止めているのは、どの「難しい」ですか？

議会の「難しい」は３種類
実体験に基づく「正直」な難易度をチェック！

とはいえ、議会って難しいんじゃない？

　作文力は一般質問に。委員会や予
算決算審査特別委員会では、聞き出
したい・確認したいことを聞く質問
力を。コミュニケーションのスキル
は、すべての場面で必要不可欠です。
　どれも「練習あるのみ」ではあり
ますが、技術はある程度勉強すれば
身につきます。質問のタネは、暮ら
しや仕事の中にあります。
　毎日が勉強の積み重ね。最初から
完璧な人なんて、いません。

　審査の対象は、予算・決算、条例
改正や事業。
　覚える量は確かに多い。
　常に勉強！役場の部長クラスは、
各課の内容まで理解していますが、
議員は、何年もかけて学ぶわけには
いきません。
　自ら勉強するのはもちろん、先輩
議員に教わることもたくさん。今の
別海町議会は、議員同士の交流が活
発で、先輩は後輩にとても親切にし
てくれます。

　会議は平日の日中が中心。定例会
の時期に限らず、議案の予習も復習
も自宅で事前に準備が必要です。
　また、任意ではありますが、休日
のイベント来賓出席や、さまざまな
団体との夜の親睦会などもありま
す。
　疾病や育児、看護・介護など会議
規則で欠席は認められていますが、
仕事や子育てで日程を調整すること
にジレンマを抱えることもあります

両立の「難しい」 予算・決算、条例や事業の
「難しい」

質問力・調査力・伝える力の
「難しい」

★★★★★
正直、ここが最大の壁！ 支えがあります！ 場数で伸びます！

★★★★★ ★★★★★

一年生

これが
 ホンネ！

両立が大変なのに続けるのはなぜ？

市川聖母議員１期生４年目 に聞いてみました！！

　時間の難しいは、常に課題です。大変でも続けるのは、やっぱり別海町の
全町民の未来のためです。子どもたちだけのためじゃない。みんなの未来のためです。
陰で文句を言う側にはなりたくなかった。家族に迷惑をかけた分、この町を変えたい。

時間１ 知識２ 技術３
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シリーズシリーズ

　　　　　　　　　　　　　　　　

令和８年第４回定例会は
12月７日（月）～12月11日（金）

を予定しています

一般質問の傍聴にきてみませんか？

お待ちしていま～す !!別海町議会
YouTubeチャンネル

12 月８日㈫予定

一般質問日

ー 尾岱沼の住民が始めたライドシェア―
「一般社団法人尾岱沼Ｓｅｅｄｓ（シーズ）」

　　　　　　　　　

　
今
年
４
月
、
尾
岱
沼
地
区
で
住
民

に
よ
る
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　
講
習
を
受
け
た
地
域
の
人
が
運
転

手
と
な
り
、
予
約
し
た
利
用
者
を
有

料
で
送
迎
す
る
仕
組
み
で
す
。

　
運
営
す
る
の
は
、
地
元
の
有
志
が

つ
く
っ
た
「
一
般
社
団
法
人
尾
岱
沼

Ｓ
ｅ
ｅ
ｄ
ｓ
（
シ
ー
ズ
）」。
住
民
主

体
の
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
し
て

は
、
釧
路
・
根
室
管
内
で
初
め
て
の

取
り
組
み
で
す
。

　
出
発
点
は
、
免
許
を
返
納
す
る
と

病
院
に
も
通
え
な
く
な
る
高
齢
者

を
、
ど
う
支
え
る
か
と
い
う
心
配
で

し
た
。

　
中
心
メ
ン
バ
ー
は
何
年
も
前
か
ら

方
法
を
調
べ
、
運
輸
局
と
も
何
度
も

相
談
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
一
度
は
立
ち
止
ま
っ

た
も
の
の
、
活
動
を
再
開
。

　
早
く
実
現
す
る
に
は
、
自
分
た
ち

で
法
人
を
つ
く
る
の
が
よ
い
と
考

え
、
地
域
活
動
に
携
わ
っ
て
き
た
仲

間
た
ち
で
設
立
し
ま
し
た
。

　
今
年
２
月
、
町
の
地
域
公
共
交
通

会
議
で
合
意
を
得
て
、
運
行
開
始
に

こ
ぎ
着
け
ま
し
た
。

　
運
転
手
は
20
人
。「
協
力
さ
せ
て
」

と
手
を
挙
げ
た
地
域
の
お
母
さ
ん
た

ち
が
中
心
で
す
。
皆
さ
ん
仕
事
と
の

掛
け
持
ち
で
、
シ
フ
ト
を
組
む
の
は

毎
回
ひ
と
苦
労
。
そ
れ
ぞ
れ
の
空
い

た
時
間
を
や
り
繰
り
し
て
、
平
日
の

運
行
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
商
店
の
配
達
に
頼
っ
て
い
た
高
齢

の
女
性
が
、
自
分
で
店
に
出
向
き
、

品
物
を
選
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
一
方
で
、
今
の
運
行
区
域
は
尾
岱

沼
・
春
別
・
床
丹
・
平
成
の
４
地
区
。

別
海
市
街
地
や
別
海
病
院
へ
の
送
迎

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
メ
ン
バ
ー
が
望
む
の
は
、
町
内
を

自
由
に
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
。
休
日
の
運
行
や
バ
ス
と
の
接

続
に
も
、
取
り
組
み
を
広
げ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
代
表
理
事
の
鈴
木
翼
さ
ん
は
、
活

動
の
出
発
点
で
あ
る
高
齢
者
の
足
を

支
え
る
取
り
組
み
を
、
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
き
た
い
と
話
し
ま
す
。

運行に使用している車両とメンバーの方々
（左）菅野望さん、稲葉一徹さん、鈴木翼さん、島崎哲也さん

鈴木翼さん
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〒086-0205　北海道野付郡別海町別海常盤町280番地　TEL（0153）74-9854（直通）
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